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研究成果の概要（和文）： 
2008 年度の実験にて更なるディバイス改良とステント回収方法を確立し、2009
年度は主に実験動物モデルを用いて冠動脈内に留置したステント回収を行った。
冠動脈での使用を可能にすべくディバイスを改良し、in vivo での実験を行ったが
7Fr サイズのガイドカテーテルでも満足な操作ができず、被覆カバーの材質変更
などの改良を行った。2010 年度は改良したディバイスを用いてブタ冠動脈内に
留置したステントの回収実験を複数回行った。冠動脈入口部にステント摘出ディバ
イスを持ち込むことは可能であったが、屈曲した末梢部へは持ち込めなかった。また、ス
テント留置後、急性期での回収は可能であったが、慢性期モデルでの回収実験ではステン
トストラットをうまく把持することができず、これらの問題を解決することが課題として
残った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have invented new stent retrieval device, and experienced stent retrieve using swine 
coronary artery. We have added some improvement to prototype device for three years, this 
stent retrieval device could reach swine coronary artery to take deployed-stent out of 
coronary artery. But some technical problem have been remained. 
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１．研究開始当初の背景 
 
虚血性心疾患に対し近年ステント治療が多
用されているが、金属アレルギーの如く、
いったん留置されたステントにより不具合

が生じた場合に対処法がなかったため、
我々は一旦留置されたステントを経皮経管
的に回収、除去できる新しいディバイス開
発に取り組んだ。 
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２．研究の目的 
 
本研究の目的は改良型ステント摘出ディバ
イスを用いてステントの回収実験を行い摘
出ディバイスの操作性や形状に改良を加え
ることと、実験動物モデル（ブタ）を用い
たステント回収実験を行い、留置後のステ
ントを安全に回収可能かどうか急性期と慢
性期にわけて検討すること、およびステン
ト除去後の血管形状を病理組織学的に検討
し、臨床応用に向けてのデータを収集する
ことである。 
 
３．研究の方法 
 
初年度から次年度にかけて試作・改良し
たステント摘出デバイスの機能評価をブ
タ血管（腎動脈）モデルで行い、デバイ
スの機能性と安全性を高めるとともに、
ブタ血管（冠動脈）モデルでの使用が可
能なレベルにまで小型化、柔軟化を推し
進めた。具体的にはデバイスシャフト径
は 1 mm 以下まで細径化し、鉗子開大径は
3.5 mm を確保するとともに、生体内での
長時間使用におけるデバイスの耐久性な
ども確認した。次年度から最終年度にか
けて、ブタ冠動脈モデルに実際にステン
トを留置し、合併症を伴わずにステント
回収が可能かどうか、ステント留置後急
性期と慢性期に分けて検討した。 
 
４．研究成果 
ブタ腎動脈モデルを用いた実験系では、大き
な合併症を生じることなくステント摘出に
成功し、その詳細をまとめた論文を研究協力
者がまとめ、海外誌に発表した。 

 
更にブタ冠動脈モデルを用いた実験系に移
行したが、腎動脈と異なり冠動脈に到達する
までの腕頭動脈－上行大動脈－冠動脈に至
る血管の屈曲にディバイスが追従できず、全
面的な改良を行う必要があった。また、in 
vitro でディバイスの動作を確かめた際には
7Fr サイズのガイドカテーテルをスムーズに
通過しえたディバイスが、実際にブタ血管を
用いて実験した際には途中で通過できなく
なった。（結局、この時は 8Fr サイズのガイ
ドカテーテルを用いて実験した） その後に
確認したところ、ディバイス表面の摩擦を軽
減するためディバイスのシャフト部分を覆
っていたビニール製の被覆カバーが、血液の
粘性によりまくり上がったために生じた現
象と判明した。このため、シャフトの被覆部
は材質を変更するなどの改良をさらに加え
た。最終的に、7Fr サイズのガイドカテーテ
ルを通して冠動脈の近位部までこのステン
ト摘出ディバイスを持ち込むことに成功し、
近位部に留置直後のステントでは回収実験
にも成功した。しかし、ディバイスのシャフ
ト剛性が高いため、冠動脈遠位部までは持ち
込むことはできなかった。また、ステント留
置後 2週間（慢性期モデル）でのステント回
収は、ステントストラットをつかむことがで
きなかった。これらの点が、実用化に向けて
残った課題であると考えている。 
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